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本書における定点撮影に似た発想による， 

作品の試みを紹介しておこう．1999年から継続し  

て行われている「アノニマスケイプ」という作品は，  

1963年生ま叫の細川文昌という写真家によるもの  

である．『官報』に掲載された「行旅死亡人」を  

1901年か●ら2000年までの1年につき1件ずつ，記  

事の写真とその場所の現在の風景写真を併置すると  

いう作品2）．名前も容貌も特定できない「誰でもな  

い」人物を，その人物が息絶えた場所の風景で代理  

＝表象しようという試みである．これも一種の定点  

撮影とはいえまいか．  

注   

1）写真と群集の関係については，港（1991）が詳   

細に論じている．  

2）この作品については，文芸社から発行されてい   

る不定期刊雑誌『A』の中で紹介されている（三   

橋2001）．  
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19世紀のメキシコ地理学に関する原典を集めた  

リーディングスである．この種のリーディングスは  

ヨーロッパ・北米の地理学に関しては，すでにいく  

つか出版されている1）が，本書の大きな特色は，メ  

キシコというラテンアメリカの一国について，地理  

学が高等教育・研究機関において，制質化される以  

前の時期のテキストを集めた点にある．1821年の  

独立以来，国民国家の建設・国民の創造の過程にお  

いて，行政と国防，特にインフラストラクチャーの  

配置のための地理的情報の蒐集，さらにはナショナ  

ルアイデンティティ形成のための地理教育の重視が  

痛感されるようになったことは，欧米諸国や明治維  

新後の日本と同様であったが，メキシコにおいては  

このような目的のために1823年に「地理技師in－  

genieroge6grafo」の設置が議会によって決定さ  

れたのであった．したがってここに収録されている  

テキストは狭義の地理学者のものではなく，委員会  

報告，政令など行政上の文書や医師や測量担当者な  

どが書いたものも含まれる．   

地理的あるいは広く博物学的知識を行政に役立て  

ようとするのはスペインの植民地統治においてもあ  

った一つの伝統でもあった．だからこそクリオーリ  

ョ勢力の台頭など植民地体制の危機に直面して，ス  

ペイン王家はA．フォン・フンボルトを調査に派遣  

したのであり，「帝国のまなざし」からかなり自由  

であったフンボルト2）ではあったが，1811年にパリ  

で刊行された彼のメキシコ旅行の記録は，メキシコ  

に関心を持っ外国人投資家たちにとっての重要な情  

報源であった．   

編者のメンドーサ・バルガスの整理によると，新  

たに生まれた連邦共和国において，地理的知識の蒐  

集と体系化とは，いくつかの異なった関心・利害関  

係を背景に持った多様な当事者によってなされた．  

まず地理技師を主体にした業績で，行政上の必要か  

ら共和国国土の正確な地図と統計を作成するという  

課題に応えたものであり，さらに各州の正確な地誌  

を作成し，それを国民教育にいかされなければなら  

ないことが強調された．これには地質・植物・医学  

などの専門家が協力した．このような課題の遂行に  

一550－   


